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News from Yoshikawa City Council No.200

主
な
議
案
の
あ
ら
ま
し

◆
吉
川
市
部
設
置
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

第
６
次
吉
川
市
総
合
振
興
計
画

の
推
進
に
向
け
て
、
都
市
整
備
部

門
の
組
織
体
制
を
整
備
し
ま
す
。

　◆
市
長
及
び
副
市
長
の
給
与
等
に

関
す
る
条
例
及
び
吉
川
市
教
育

委
員
会
教
育
長
の
給
与
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

◆
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
及
び

費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

市
長
、
副
市
長
、
教
育
長
と
市

議
会
議
員
の
期
末
手
当
に
つ
い
て
、

支
給
月
数
を
０
・
１
カ
月
増
や
す

改
定
を
行
い
ま
す
。

◆
令
和
５
年
度
吉
川
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
５
号
）

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
そ
れ
ぞ
れ
３
億
３
９
３
７
万
円

８
０
０
０
円
を
増
額
し
、
総
額
は

２
７
１
億
６
７
２
万
５
０
０
０
円

と
な
り
ま
し
た
。

　・
商
業
活
性
化
推
進
事
業

�
７
６
１
万
８
０
０
０
円

原
油
等
価
格
高
騰
の
影
響
を
受

け
て
い
る
市
内
中
小
企
業
及
び
個

人
事
業
主
に
対
し
て
、
事
業
規
模

や
影
響
額
に
応
じ
て
支
給
す
る
支

援
金
の
申
請
件
数
が
上
限
に
達
し

た
た
め
、
増
額
し
ま
す
。

・
医
療
費
支
給
事
業

�

５
８
４
１
万
２
０
０
０
円

子
ど
も
医
療
給
付
費
及
び
ひ
と

り
親
家
庭
等
医
療
給
付
費
に
つ
い

て
、
季
節
性
感
染
症
の
流
行
や
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
５

類
移
行
に
伴
う
医
療
費
が
増
加
し

た
た
め
、
増
額
し
ま
す
。

・
自
立
支
援
給
付
事
業

�

１
億
２
８
７
６
万
円

介
護
訓
練
等
給
付
費
に
つ
い
て
、

放
課
後
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
共
同
生

活
援
助
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）
の

利
用
者
が
増
加
し
た
た
め
、
増
額

し
ま
す
。

◆
各
特
別
会
計
補
正
予
算

介
護
保
険
特
別
会
計
に
お
い
て

介
護
報
酬
の
改
定
に
伴
う
シ
ス
テ

ム
改
修
委
託
料
の
増
額
を
す
る
な

ど
、
各
特
別
会
計
の
補
正
予
算
が

提
案
さ
れ
、
す
べ
て
可
決
し
ま
し

た
。

◆
吉
川
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例職
員
の
給
料
、
期
末
手
当
及
び

勤
勉
手
当
の
額
を
増
や
す
改
定
を

す
る
と
と
も
に
、
管
理
職
員
特
別

勤
務
手
当
の
新
設
及
び
職
員
所
有

の
住
宅
に
か
か
る
住
居
手
当
を
廃

止
し
ま
す
。

◆
吉
川
市
会
計
年
度
任
用
職
員
の

給
料
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

国
の
法
令
改
正
に
伴
い
、
勤
勉

手
当
を
支
給
し
ま
す
。

追
加
議
案

◆
吉
川
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

出
産
被
保
険
者
の
産
前
産
後
期

間
に
お
け
る
国
民
健
康
保
険
税
の

軽
減
措
置
を
行
い
ま
す
。

◆
令
和
５
年
度
吉
川
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
６
号
）

物
価
高
騰
に
よ
る
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
、
住
民
税
非
課
税
世
帯

に
対
し
て
１
世
帯
あ
た
り
７
万
円

の
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

令
和
５
年
12
月
定
例
会
は
、
12

月
1
日
か
ら
12
月
15
日
ま
で
の
15

日
間
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
定
例
会
で
は
、
令
和
５

年
度
吉
川
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
）
な
ど
の
市
長
提
出
議

案
25
件
、（
２
ペ
ー
ジ
）、
委
員
会

提
出
議
案
「
吉
川
市
議
会
委
員
会

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」

の
ほ
か
、
１
件
の
意
見
書
な
ど
を

審
議
し
、
議
決
し
ま
し
た
。（
審

議
結
果
は
10
～
11
ペ
ー
ジ
）

そ
の
他
、
16
名
の
議
員
が
行
っ

た
「
市
政
に
対
す
る
一
般
質
問
」

（
４
～
８
ペ
ー
ジ
）、
特
集
ペ
ー
ジ

（
９
ぺ
ー
ジ
）
で
は
10
月
に
実
施

し
た
３
つ
の
常
任
委
員
会
合
同
の

行
政
視
察
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま

す
。

全
25
議
案
可
決
・
同
意

12
月
定
例
会

概
　
要

新体制（令和６年度～）

都市計画部 都市計画課

水道課

道路課
河川下水道課

開発建築課
吉川美南駅周辺
地域整備課

都市建設部

2



た
め
の
取
り
組
み
は
行
っ
た
の
か
。

バ
ス
チ
ケ
ッ
ト
発
送
前
に
教
育

委
員
会
の
「
Ｃ
４
th
ホ
ー
ム
＆
ス

ク
ー
ル
（
保
護
者
向
け
情
報
発
信

ツ
ー
ル
）」を
活
用
し
、
事
前
周
知

を
行
う
と
と
も
に
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
、
バ
ス
車
内
や

公
共
施
設
等
へ
の
掲
示
を
行
っ
た
。

賛
成
全
員
で
可
決

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

◆
一
般
会
計
補
正
予
算

除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
の
賃
貸

借
に
つ
い
て
、
現
在
の
台
数
と
管

理
方
法
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
使
用
実
績
は
。

現
在
、
43
カ
所
に
46
台
を
設
置

し
て
い
る
が
、
日
常
管
理
は
各
施

設
が
行
っ
て
い
る
。
令
和
５
年
の

使
用
実
績
と
し
て
は
、
２
月
に
小

学
校
２
校
で
使
用
し
、
う
ち
１

校
で
は
電
気
シ
ョ
ッ
ク
不
要
と

な
っ
た
。
ま
た
、
５
月
に
も
小
学

校
１
校
で
使
用
し
た
と
の
報
告

が
あ
っ
た
。

賛
成
全
員
で
可
決

◆
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補

正
予
算

団
塊
の
世
代
の
方
が
75
歳
に
達

し
、
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

の
予
算
も
膨
ら
ん
で
い
る
実
態
の

中
、
現
状
は
ど
う
な
の
か
。

後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者

数
に
つ
い
て
は
、
令
和
５
年
４
月

１
日
現
在
の
被
保
険
者
数
は
８
９

８
６
人
と
対
前
年
同
日
比
で
６
７

３
人
増
え
て
お
り
、
団
塊
の
世
代

の
方
の
移
行
期
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
今
後
も
数
年
急
激
な
増
加
が

見
込
ま
れ
る
。
ま
た
、
そ
れ
に
伴

い
、
被
保
険
者
か
ら
の
ご
相
談
や

事
務
処
理
等
も
増
え
て
い
く
状
況

で
は
あ
る
が
、
今
後
も
一
人
ひ
と

り
に
丁
寧
な
対
応
を
行
っ
て
い
く
。

賛
成
全
員
で
可
決

建
設
生
活
常
任
委
員
会

◆
吉
川
市
自
転
車
駐
車
場
条
例
を

廃
止
す
る
条
例

平
成
15
年
に
自
転
車
駐
車
場
整

備
セ
ン
タ
ー
か
ら
市
に
譲
渡
さ
れ

た
自
転
車
駐
車
場
は
、
施
設
整
備

に
か
か
っ
た
費
用
の
償
還
が
す
べ

て
終
わ
っ
て
い
る
と
認
識
し
て
よ

い
か
。
ま
た
、
今
回
自
転
車
駐
車

場
整
備
セ
ン
タ
ー
に
管
理
運
営
を

移
行
す
る
際
も
同
様
の
考
え
方
で

よ
い
か
。

自
転
車
駐
車
場
整
備
セ
ン
タ
ー

が
す
べ
て
の
費
用
の
償
還
を
終
え

た
後
に
引
き
継
い
で
い
る
。
今
回

も
、
同
様
の
ス
キ
ー
ム
で
依
頼
す

る
た
め
、
市
の
負
担
は
な
い
。

賛
成
全
員
で
可
決

◆
市
道
の
路
線
廃
止
及
び
認
定
に

つ
い
て

県
道
越
谷
野
田
線
の
市
へ
の
移

管
に
つ
い
て
、
実
際
は
10
年
後
く

ら
い
と
聞
い
て
い
た
が
、
10
年
も

経
つ
と
道
路
が
傷
ん
で
く
る
。
特

に
北
側
の
歩
道
が
傷
ん
で
い
る
と

思
う
が
、
す
べ
て
補
修
し
て
移
管

さ
れ
る
と
い
う
認
識
で
よ
い
か
。

こ
の
県
道
に
限
ら
ず
、
県
か
ら

移
管
さ
れ
る
場
合
は
、
県
と
市
の

職
員
が
立
ち
会
い
し
、
確
認
し
た

上
で
傷
ん
だ
箇
所
の
補
修
等
を

行
っ
て
い
る
。
越
谷
野
田
線
も
同

様
に
実
施
し
て
い
た
だ
く
。

賛
成
全
員
で
可
決

総
務
水
道
常
任
委
員
会

◆
吉
川
市
部
設
置
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

公
共
交
通
施
策
の
所
管
は
都
市

建
設
部
に
移
管
さ
れ
る
と
認
識
し

て
間
違
い
な
い
か
。

都
市
計
画
課
の
都
市
計
画
担
当

に
移
管
予
定
で
あ
る
。

賛
成
全
員
で
可
決

◆
吉
川
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

管
理
職
員
特
別
勤
務
手
当
が
、

午
前
０
時
か
ら
午
前
５
時
ま
で
の

時
間
の
理
由
は
。

国
家
公
務
員
に
お
け
る
管
理
職

特
別
勤
務
手
当
の
取
り
扱
い
と
同

様
に
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

賛
成
全
員
で
可
決

◆
一
般
会
計
補
正
予
算

バ
ス
利
用
促
進
支
援
金
が
減
額

に
な
っ
て
い
る
。
利
用
率
は
14
・

６
％
だ
っ
た
が
、
利
用
率
向
上
の

市
長
提
出
議
案

委
員
会
審
査
概
要

委員会報告を行う戸田委員長

委員会報告を行う吉川委員長

委員会報告を行う稲葉委員長
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News from Yoshikawa City Council No.200

持続可能な公共交通を 
みんなでの協力が必要

降旗　聡

問 道路・水路・空き家で市が危険箇所として認識し
ている場所の管理状況。情報提供があった場合はどの
ような対応をしているか。
答 道路と市街化区域の水路における危険箇所の管理
状況については、市職員による道路パトロールや市民
からの情報提供により危険箇所を把握、空き家につい
ては市民からの情報提供などから把握をし、データと
して管理をしている。市民などから情報提供があった
場合は、市職員が現地を確認し、注意喚起などを含め
対策を講じた上で、順次補修などに取り組んでいる。
新たに発生した空き家については所有者の調査を行っ
た上で、管理が行き届いていないものについては所有
者に連絡をし、適正に管理していただくよう通知など
を行っている。

問 危険箇所の情報提供に関する協定を締結した事業
者は現在何社か。また、その内容は。
答 市街化区域の水路や空き家の情報提供に関する協
定はこれまで締結してないが、道路については平成
10 年度から現在の日本郵便株式会社と道路の異常に
関する協定を締結し、業務に支障のない範囲で情報提
供をしていただいている。

問 市では、持続可能な公共交通をめざして、地域公
共交通計画を策定することとしている。市民・事業者・
行政等で「地域公共交通協議会」が設置されたが、市
民や事業者に期待すること。また、市としてのイメー
ジについて。
答 計画策定にあたっては、市民の皆さまには地域旅
客輸送サービスを利用するという受け身の立場だけで
はなく、地域の関係者の一員として主体的な観点から、
また、公共交通事業者には、提供するサービスの質の
向上等に務める立場から検討に参加していただいた。
　「市としてのイメージ」は、基本には、国が定める
基本方針に基づき、協議会で協議しながら上位計画と
なる「第６次吉川市総合振興計画」のほか、関連する
計画と整合性を図り、地域にとって望ましい持続可能
な公共交通サービスの提供をめざし、計画を策定した
い。
　また、「持続可能な公共交通の充実」にむけた施策
の展開については、行政機関や公共交通事業者等、市
民、公共交通利用者が、それぞれ役割を果たしつつ、
みんなで協力することが必要と考えている。　

　今回の定例会では、12月13日(水)、14日(木)、15日(金)の３日間にわたり16名の
議員が市政全般について、市の見解をただしました。
　主な内容を質問者が要約してお知らせします。詳細は会議録をご覧ください。
　会議録は、ホームページや市立図書館で閲覧できますが、今定例会の会議録の提供は、
２月上旬となる予定です。

一般質問

答えて市長！
一般質問

　一般質問とは、議員が広く自治体の事務一般を対
象として、執行の状況、将来の方針を執行機関であ
る市に問いただすものです。質問の範囲は、市の行
財政全般のほか、地域で住民生活に密接している事
項など多岐にわたっています。

危険箇所の情報提供と
市の対応について

菊名　克典
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生活道路の維持補修と
市内水害対策について

赤出川　義夫

LINEアプリの導入で
情報発信を

小野　潔

問 他自治体での道路補修等において、自治会に対し
て材料や建設機械のリース費用を負担し、生活道路の
整備を行っている自治体がある。市も厳しい財政状況
のなか、福祉予算やインフラ整備予算等の増加が今後
も見込まれる中でのこの取り組みは、維持管理費の削
減、地域住民が地域の問題を解決する力を養うことに
有効と考えるが市の見解は。
答 このような取り組みは建設業者が行う工事と比較
し、費用抑制と自治会の地域コミュニティが深まり活
性化する効果が得られる。道路などのインフラ整備工
事については、市民の生活を支える基盤として施設の
安全性・利便性が求められ、工事を実施するうえで一
般交通に対する事故など安全対策に対する課題など、
他の自治体の取り組みを研究する。

問 国から中川・綾瀬川河川整備計画が公表されたが、
この計画で市の治水対策メリットは。
答 堤防の強化や新たな放水路が計画され、河川への
放水量が増加することで堤防決壊など危険性の低下、
ポンプ増強が可能になり内水被害軽減などにつながる
ものと考える。

問 市内中学校部活動の地域連携・地域移行の進捗と
来年度の予定は。協議の場は教育観のアップデートが
された人材が参画できるよう、公の場で行っていただ
きたいがいかがか。
答 学校へ国・県の方針を伝え、庁内関係課やスポー
ツ団体関係者等と情報交換を行ってきた。令和５年度
は全校を訪問し、校長への聞き取り、部活動の視察と
現状や課題の把握に努めた。令和６年度は生徒や保護
者にアンケート調査を行う予定。精査していく中で協
議会等の段階へ進めたい。

◆住民自治について
問 個別具体的な課題解決への伴走や人材発掘などの
柔軟な活動ができるよう、「地域の課題を解決する勉
強会」が行政と多様な参加者が参画できる「中間支援
組織」を目指せるよう市として支援していただきたい
がいかがか。
答 今の勉強会をさらにバージョンアップ・パワーア
ップすることで中間支援の形になり得るのであれば、
十分検討していくべきことの一つではないかと前向き
に考える。

問 市役所窓口で、来庁された方が申請書に自動で印
字できる機器を操作している光景を見ました。今回の
試行的な使用で、どのようなことが分かったのか内容
等をお聞かせください。
答 ９月 12 日から９月 29 日までの期間に 32 件の利
用がありました。画面をタッチして、手順に沿って操
作すると、申請書類が印刷されます。手書きの必要が
なくなりますが、機器の概要や操作説明等に時間がか
かりました。

問 「書かない」「待たない」「行かない」の３ない窓口
の今後の見込みはいかがですか。
答 現在コンビニで各種証明書がご自身で取得できる
マルチコピー機の庁舎内への設置を検討しています。
見込まれる効果としては、申請書を書かず、マイナン
バーカードをかざすことで利用できる「書かない」こ
と、窓口で順番を待たずにご自身で気軽に証明書を取
得できる「待たない」こと、さらに通信障害等で基幹
システムが利用不可能な場合のバックアップシステム
機能により、市民の利便性向上につなげたいと考えて
います。また、将来的には口頭のみでの手続が可能と
なります。

問 越谷市の LINE アプリによる自分に必要なカテゴ
リーを選べるセグメント配信と、同様な LINE アプリ
の導入に向けた市の検討状況は。
答 庁内ワーキングチーム会議を設置して、LINE の有
する機能、運用の情報を収集している。引き続き検討
を進めていく。

問 11 月 27 日、公明党吉川市議団では、市へ「物価
高騰対策と経済再生に向けた緊急要望」6 テーマ 10
項目の申し入れをした。政府の補正予算成立を受け、
①低所得者対策としての住民税非課税世帯への７万円
給付金の基準日とスケジュールは。②生活者支援・事
業者支援への重点支援地方交付金の総額とスケジュー
ルは。
答 ①基準日を令和５年 12 月１日とし、１月下旬支
給を目途に準備を進めている。②交付金の総額は約
１億１千万円、推奨事業８つのメニューが示されてい
る。調整がつき次第補正予算案を取りまとめ年明けに
上程を想定している。

問 いちょう・けやき通り歩道の歪み、段差解消を。
歩道内車止めポール反射材の補修も。
答 緊急性を鑑み、歩道もポールも補修を検討する。

書かない窓口等の
推進について

中嶋　通治

部活動地域移行と住民自治

林　美希
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問 東口開発地の商業・業務ゾーン。駅に面したＡブ
ロック（1.3 ヘクタール）に総合病院進出の動きがあ
るが、現状の説明を。
答 ８月下旬に募集要項を公表。11 月下旬に進出希
望の事業者を公募。その結果、複数の応募があった。
12 月下旬に書類審査。１月下旬に選定委員会で二次
審査を行い、優先交渉権者を決定していく。隣接のＢ
ブロック（3.1 ヘクタール）についても応募があった。
事業者名等は審査の都合もあり公表できない。

◆旧庁舎跡地の「福祉拠点」計画は
問 進展状況は。その必要性、実現性は。
答 庁内検討委員会や福祉団体説明会での意見を踏ま
え基本構想を作成した。その後、基本計画検討委員会
を設置し、２回開催。民間企業からの提案やアドバイ
スも受けた。１月中に「基本計画」を策定する。地域
コミュニティを支える福祉的な拠点機能が必要との観
点から、必要があると認識している。市民の皆さんが
活用し、福祉につなげていく、利便性もあり、実現性
はあると考えている。

問 吉川美南駅東口の多目的広場の利用を想定してい
る団体は。
答 汎用性の高い多目的広場グラウンドとして運用す
るが、少年サッカーやグラウンドゴルフなどの団体利
用も想定している。

問 設備や備品についての考えは。
答 防球ネット、サッカーゴールなどの設置を予定し
ているが、調整池の上面利用という制約の中で関係各
課と調整の上で決定する。

問 この多目的広場の使用開始予定日は。
答 令和７年度のはじめぐらいを予定しているが、調
整池の上面利用という制約があるので流動的なところ
が出てくる可能性はある。

問 総合体育館改修の方向性、周知について。
答 新設から 40 年が経過し、経年劣化が著しく、外
壁改修、防水設備の改修などと合わせ、空調機の設置
や音響設備の更新、フットサルの利用が可能となる設
備の整備、照明を LED 化して環境負荷軽減に取り組
む。改修工事で、令和６年７月から令和７年３月まで
全館利用停止となるため、ホームページへの掲載、館
内への掲示、利用調整会議の場を活用し周知をはかる。

問 計画策定の基本的な考え方及び関係団体や利用者
へのヒヤリングは。
答 令和６年度から始まる第９期計画は、今後、一層
の高齢化が進むことで発生する変化や課題を捉え、適
切に対応していくことで「高齢者の幸福実感実現」を
目指す。そのため、市内の 65 歳以上 3,000 人を対
象に「介護予防・日常生活圏域ニーズ調査」を実施し、
また、在宅で要支援・要介護認定を受けている 1,500
人を対象に「在宅介護実態調査」も実施した。合わせ
て市内の全介護保険サービス事業所及び複数の関係団
体へアンケート調査を実施している。

問 第９期計画におけるフレイル予防の推進、地域型
介護予防教室の支援、在宅医療・終末期の理解促進拡
充の意図と具体的内容は。
答 高齢者が住み慣れた地域で自分らしい暮らしを続
けることを目指す「地域包括ケアシステム」の推進に
資することを意図している。
　具体的には、フレイルチェックやなまらん体操の推
進、エンディングノートの普及・啓発等、既存事業を
軸に関係機関と連携し、効果的な事業の推進に取り組
んでいく。

問 現在の市内での移動販売の状況についてどのよう
な状況か。
答 買い物が困難な方へ移動販売を既に実施しており
大変好評である。今回、新たに来年 2 月を目途に旭地
区から順次、場所や時間を打ち合わせ、覚書を民間事
業者と交わしている。

問 今後、買い物支援事業者に対してバックアップを
きめ細かく、特に場所選定等の協議は定期的にしてい
くべきだと思うがどうか。
答 民間業者が主体的に参入をしてきた上で、市とし
て必要に応じてサービス向上の改善に効果的、効率的
に取り組んでいく。

◆帯状疱疹ワクチン助成について
問 当市において、ワクチン接種助成に関する問い合
わせは何件あるか。また、現在の状況と今後の取り組
みの検討は。
答 具体的な件数は把握していないが、問い合わせは
あると認識している。本ワクチンの副反応のリスクや
効果など様々な議論があり、定期予防接種以外の予防
接種は任意と考えている。公平、公衆衛生の観点から
国での検証を待つ。

第９期吉川市介護保険
事業計画（案）について

稲垣　茂行

美南駅前の総合病院進出
１月下旬に選定委員会で審査

伊藤　正勝

買い物支援と
移動販売について

大泉　日出男

スポーツ環境の整備の
進捗状況は

稲葉　剛治
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障がいをもっても安心して
暮らせるまちづくりの為に

岩崎　小百合

問 国税庁の令和元年度の調査では、給与所得者の平
均年収は 436 万円であるのに対し、保育士の平均年
収は 364 万円と 72 万円低く、月当たり 6 万円低い
ことになる。つくば市３万円、柏市４万５千円、流山
市４万３千円、三郷市４万５千円、八潮市は経験によ
り３万～５万円の補助が毎月出ている。このままでは、
保育士を輩出する学校も学生に吉川市を薦めないし、
学生もあえて吉川市で保育士になろうとは思わないの
ではないか。保育士確保について市の見解を伺う。
答 保育士の給料については、公定価格において適切
に対応されるべきものであると認識している。また、
こうした制度設計の下で自治体独自の処遇改善が行わ
れると法が予定する国と自治体との費用負担のバラン
スを損ね、競争が激化し、過大な財政負担を懸念して
いる。県内の他自治体に加えて、東京都や千葉県の支
援を受けた自治体と正面から競うようなことは市の子
育て施策全体に良い影響は与えないのではないかと考
えており、現時点で近隣自治体と同じような市独自の
処遇改善を行う考えはない。

問 市は吉川駅北側地域の浸水被害軽減策として、流
出解析結果から共保雨水ポンプ場のポンプを増設する
方針を出しました。しかし、中川への排水量を増やす
ことができる時期は未定です。貯水池設置の必要はな
いのか伺います。
答 今後 30 年間を対象期間として、中川河川整備計
画が 11 月公表されたので、進展があるものと期待し
ています。ポンプを増強することで現在の 4.4 トンの
排水量を何トン位まで排水可能かは江戸川河川事務所
との協議になります。貯水が必要なのかはこれからの
判断です。

◆活用しやすい水防センターとするための建設計画を
問 同センターは、吉川で初めての防災拠点となる施
設です。日常的に活用できる施設とするための今後の
計画は。
答 水防センター整備等検討委員会では、サイクリン
グの休憩所、減災教育の場、広場の多目的活用、避難
所指定をしなくても避難する方への物資備蓄などの意
見があり、具体的な検討を進めていきます。

問 中央公民館、おあしすは多くの市民が集う施設で
すが、多目的トイレに障がい者用の大型ベッドが設置
されていません。設置を検討すべきです。また、土曜・
日曜日は、せめて市役所内の多目的トイレの大人用ベ
ッドを使用できないかという声も寄せられています。
答 おあしす多目的トイレに大型ベッド設置に向けて
必要なスペースの確保と概算費用を算出したところで
す。中央公民館についても順次研究していきます。閉
庁日の市役所内の多目的トイレの利用については、セ
キュリティの課題を踏まえて検討していきます。

◆児童館遊戯室への早急なエアコン設置を
問 来年以降も猛暑が予想されるなか、遊戯室のエア
コン設置を求めます。児童からは「どうして使えない
のですか」との声が寄せられています。
答 総合体育館、小中学校のエアコン設置を先行して
おこない、遊戯室のエアコン設置は、方針として決定
しています。様々な部門と調整しながら出来るだけ早
く設置していきます。

問 平成 30 年に策定された「第４次吉川市障がい者
計画」。第４章の「基本計画の現状と課題」、市内道路
の点字ブロックの設置について今後の取り組みを伺う。
答 歩道の段差解消と併せて点字ブロックの推進を位
置付けている。

問 ①吉川美南駅前公園からイオンタウン吉川美南駅
東街区へ誘導する点字ブロックが敷設されていない。
②吉川駅北口ロータリーから情報サービスセンターコ
アへ誘導する点字ブロックが途切れている。①②の場
所に設置予定はあるか。
答 「高齢者、障がい者等の移動等の円滑化の促進に関
する法律」に基づき、必要な箇所に設置を行っている。
設置については利用状況を調査し、その上で法律に基
づき研究する。

問 市民まつりや、吉川美南駅前公園などのイベント
開催時に、道路や通路等の視覚障がい者への配慮はど
のようになっているか。
答 主催者に対して、障がい者のみならず、来園者の
妨げとならないよう通路の確保等、公園の利用条件を
付して利用を許可している。

多目的トイレに
大人用ベッドの設置を

飯島　正義

保育士の確保のため
近隣市並みの処遇改善を

吉川　敏幸

吉川駅北地域の治水対策、
ポンプ増強だけで可能か

遠藤　義法
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問 高齢・障がい・低所得など、社会的に不利な条件
の方々（住宅確保要配慮者）が転居先を探すのが非常
に難しい状況にある。大家さんがこれらの条件の方の
入居を拒む傾向にあり、賃貸契約を結ぼうにも、民間
保証会社の審査が通らない状況がある。居住権を確保
するため、空き家を市営住宅に活用していただきたい。
答 第６次総合振興計画で、県や関係機関と連携し公
的住宅の供給促進を支援することとしているので、市
営住宅への活用は考えていない。高齢者を中心とした
方々の住居が社会問題化していることは承知してい
る。国もこの問題を大きな問題ととらえ始めている。
国の動向を注視していく。

問 空き家の福祉への活用についての考えは。
答 障がい者の地域での生活を考える検討会議の中で、
グループホームに活用できないかとの案が出たことが
ある。若者支援の在り方検討会議でも活動場所として
空き家の活用が考えられないかとの話が出ていたこと
がある。その際は担当部署につなぐなど、まだ具体的
に実現した例はないが、これからも継続していきたい。

問 ①吉川市周辺の主要国道や県道の整備が進んでい
るが、市内幹線道路の整備並びに新設道路等の実施計
画が急務では。②首都圏に位置する広大な水田地帯を
水郷の里山の趣に変え、新たな田園環境を構築した農
業振興を図っては。③市内調整区域の大部分が青地で、
このような規制地域内の宅地、農地等の価格はあまり
にも安価。脱炭素社会に向けた太陽光発電、蓄電池施
設場への対応等、農地以外への利活用が図れていない。
農地法や都市計画法による許認可への規制が厳しく、
開発が困難なため農家の資産運用も図れない。農家が
安心して農業経営ができるように、諸制度の規制緩和
が必要なのでは。④市内公園等のベンチやフラワーポ
ット等の設置要望への考えは。
答 ①市内幹線道路の周辺道路整備は進めている。今
後も引き続き整備する。②三輪野江地区の吉川農業パ
ーク構想や地域計画を作成の中、ほ場整備や農業振興
を検討。③調整区域の活用は基準に合わせ、農業委員
会を経て県が許可。諸制度の規制緩和には、様々な支
援策をしている。④公園等の利用状況を踏まえ整備し
ている。

市営住宅・福祉などに
空き家の活用を

雪田　きよみ

開発規制を見直し、活力
ある豊かなまち吉川へ

齋藤　詔治
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◆令和６年４月から
　常任委員会の名称と所管が変わります

現在
名　称 所　管

総務水道常任委員会

１　一般会計の歳入
２　�政策室、総務部、会計課、議会、水道課、

工事検査課、監査委員、選挙管理委員会、
公平委員会、固定資産評価審査委員会

３　他の委員会に属さない事項

文教福祉常任委員会 こども福祉部、健康長寿部、教育委員会

建設生活常任委員会 市民生活部、産業振興部、都市整備部、農業
委員会

令和６年４月以降
名　称 所　管

総務健康常任委員会

１　一般会計の歳入
２　�政策室、総務部、健康長寿部、会計課、議会、

工事検査課、監査委員、選挙管理委員会、
公平委員会、固定資産評価審査委員会

３　他の委員会に属さない事項

こども教育常任委員会 こども福祉部、教育委員会

建設生活常任委員会 市民生活部、産業振興部、都市計画部、都市
建設部（水道事業含む）、農業委員会

8



常
任
委
員
会
は
、
定
例
会
の
開
会
中
は

各
委
員
会
で
議
案
の
審
査
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
閉
会
中
も
委
員
会
が
所
管
す
る
事

務
調
査
の
た
め
必
要
な
活
動
と
し
て
行
政

視
察
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
特
集
で
は
、
10
月
19
日
～
20
日

に
実
施
し
た
委
員
会
の
合
同
行
政
視
察
の

内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市�

（
10
月
19
日
）

大
久
保
浄
水
場

総
務
水
道
常
任
委
員
会

埼
玉
県
で
は
県
内
の
自
治
体
に
安
全
で

良
質
な
水
の
供
給
を
行
っ
て
お
り
、
吉
川

市
の
水
道
に
お
け
る
県
水
の
比
率
は
98
・

24
％
（
令
和
４
年
）
で
す
。

さ
い
た
ま
市
の
大
久
保
浄
水
場
で
は
、

か
び
臭
や
ト
リ
ハ
ロ
メ
タ
ン
の
原
因
物
質

を
取
り
除
く
高
度
浄
水
処
理
施
設
の
整
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

吉
川
市
で
は
水
道
料
金
の
見
直
し
も
検

討
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
市
の
水
道
事

業
に
関
係
の
深
い
県
水
道
事
業
の
運
営
や

整
備
状
況
を
視
察
し
ま
し
た
。

毎
日
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
水
の
大
切

さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

東
京
都
荒
川
区�
（
10
月
19
日
）

教
育
に
お
け
る
防
災
部･

防
災
ク
ラ
ブ
の
取
組

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

自
然
災
害
発
生
時
に
、
小
中
学
校
の
体

育
館
は
避
難
所
に
な
り
ま
す
。
荒
川
区
で

は
避
難
所
運
営
で
は
学
校
の
こ
と
を
よ
く

知
っ
て
い
る
児
童
生
徒
の
存
在
が
大
き
い

と
の
声
か
ら
、
中
学
校
で
は
「
防
災
部
」、

小
学
校
で
は「
防
災
ク
ラ
ブ
」が
創
設
さ
れ
、

地
域
の
防
災
活
動
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。
部
活
動
な
ど
で
の
活
動
に
至

る
経
過
や
効
果
、
現
在
の
状
況
な
ど
を
視

察
し
ま
し
た
。

吉
川
市
で
も
小
学
５
年
生
や
中
学
２
年

生
を
対
象
に
、
自
ら
の
安
全
を
確
保
す
る

た
め
の
行
動
が
で
き
る
よ
う
減
災
教
育
の

授
業
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

災
害
発
生
時
に
も
、
慌
て
ず
落
ち
着
い

た
行
動
が
取
れ
る
よ
う
日
頃
か
ら
の
取
り

組
み
が
重
要
で
す
。

静
岡
県
函か
ん
南な
み
町�

（
10
月
20
日
）

狩か

野の

川が
わ

塚
本
地
区
河
川
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

建
設
生
活
常
任
委
員
会

河
川
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
洪
水
時
に

は
水
防
活
動
を
支
援
し
、
災
害
が
発
生
し

た
と
き
に
は
緊
急
復
旧
な
ど
を
迅
速
に
行

う
基
地
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
平
時
に
は

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
河
川
を

中
心
と
し
た
文
化
活
動
な
ど
の
拠
点
と
し

て
も
利
用
さ
れ
ま
す
。

今
回
視
察
し
た
狩
野
川
塚
本
地
区
河
川

防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
は
、
函
南
町
が
整

備
し
た
水
防
多
目
的
セ
ン
タ
ー
の
ほ
か
、

国
の
環
境
整
備
事
業
で
作
ら
れ
た
芝
生
広

場
や
ド
ッ
グ
ラ
ン
、
子
ど
も
た
ち
の
川
遊

び
や
カ
ヌ
ー
等
の
体
験
を
想
定
し
た
水
辺

空
間
が
あ
り
ま
し
た
。

吉
川
市
で
も
、
江
戸
川
河
川
防
災
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
そ

の
完
成
が
待
た
れ
ま
す
。

高度浄水処理施設整備工事場所の様子

事業内容の説明を聞く議員

３
つ
の
常
任
委
員
会
が

�

合
同
で
行
政
視
察
を
行
い
ま
し
た

特� 集

河川敷の芝生とドッグラン
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News from Yoshikawa City Council No.200

議
決
結
果

自由民主党 市民の会 未来会議 共産 公明 無 無

赤
出
川
　
義
夫

吉
川
　
敏
幸

菊
名
　
克
典

中
嶋
　
通
治

松
㟢
　
　
誠

岩
崎
　
小
百
合

稲
垣
　
茂
行

伊
藤
　
正
勝

齋
藤
　
詔
治

稲
葉
　
剛
治

戸
田
　
　
馨

林
　
　
美
希

遠
藤
　
義
法

飯
島
　
正
義

雪
田
　
き
よ
み

小
野
　
　
潔

五
十
嵐
惠
千
子

大
泉
　
日
出
男

成
本
　
直
寛

降
旗
　
　
聡

≪市長提出議案≫
吉川市個人番号の利用及び特定個人情報
の提供に関する条例の一部を改正する条
例

可決 ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○

吉川市空家等対策協議会条例及び吉川市
空家等の適正管理等に関する条例の一部
を改正する条例

可決 ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

吉川市自転車駐車場条例を廃止する条例 可決 ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○

吉川市重度心身障害者医療費支給に関す
る条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

吉川市少年センター条例の一部を改正す
る条例 可決 ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○

議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に
関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ 欠 ○ ○ ○

吉川市部設置条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○

郵便切手類購入基金の設置及び管理に関
する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

市長及び副市長の給与等に関する条例及
び吉川市教育委員会教育長の給与等に関
する条例の一部を改正する条例

可決 ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ 欠 ○ ○ ○

吉川市職員の給与に関する条例等の一部
を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○

吉川市会計年度任用職員の給料等に関す
る条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○

工事請負契約の変更契約の締結について 可決 ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○

工事請負契約の変更契約の締結について 可決 ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○

工事請負契約の変更契約の締結について 可決 ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○

市道の路線廃止及び認定について 可決 ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○

人権擁護委員の推薦について 同意 ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和５年度吉川市一般会計補正予算（第
５号） 可決 ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○

令和５年度吉川市農業集落排水事業特別
会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○

12月定例会審議結果一覧 〇＝賛成、×＝反対、議＝議長（議決に加わりません）
◎＝議案提出者、欠＝欠席

10



≪市長提出議案≫

令和５年度吉川市一般会計補正予算（第
７号） 可決 ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
決
結
果

自由民主党 市民の会 未来会議 共産 公明 無 無

赤
出
川
　
義
夫

吉
川
　
敏
幸

菊
名
　
克
典

中
嶋
　
通
治

松
㟢
　
　
誠

岩
崎
　
小
百
合

稲
垣
　
茂
行

伊
藤
　
正
勝

齋
藤
　
詔
治

稲
葉
　
剛
治

戸
田
　
　
馨

林
　
　
美
希

遠
藤
　
義
法

飯
島
　
正
義

雪
田
　
き
よ
み

小
野
　
　
潔

五
十
嵐
惠
千
子

大
泉
　
日
出
男

成
本
　
直
寛

降
旗
　
　
聡

令和５年度吉川市介護保険特別会計補正
予算（第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○

令和５年度吉川市後期高齢者医療特別会
計補正予算（第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○

令和５年度吉川市吉川美南駅東口周辺地
区土地区画整理事業特別会計補正予算
（第２号）

可決 ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○

令和５年度吉川市水道事業会計補正予算
（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○

令和５年度吉川市下水道事業会計補正予
算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○

吉川市国民健康保険税条例の一部を改正
する条例 可決 ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○

令和５年度吉川市一般会計補正予算（第
６号） 可決 ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○

≪委員会提出議案≫
吉川市議会委員会条例の一部を改正する
条例 可決 ○ ○ ○ ◎ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○

≪議員提出議案≫
ガソリン価格の高騰対策として「トリ
ガー条項」の発動を求める意見書（注１） 否決 × × × × × ○ ○ ○ ○ × × × ○ ◎ ○ × 欠 × ○ ○

＊�会派名の「自由民主党」は「自由民主党吉川市議員団」、「市民の会」は「市民の会・無所属」、「未来会議」は「未
来会議よしかわ」、「共産」は「日本共産党吉川市議員団」、「公明」は「公明党吉川市議団」、の略です。「無」
は会派に属さないものです。

注１：可否同数のため、地方自治法第 116 条第１項の規定により議長が議決権を行使しました。

１月臨時会審議結果一覧 〇＝賛成、×＝反対、議＝議長（議決に加わりません）
◎＝議案提出者、欠＝欠席

ホームページ、ぜひご利用ください
　市のホームページでは、意見書の全文や本会議の
会議録、議会活動などがご覧いただけます。ぜひ、
ご利用ください。吉川市議会 検 索
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News from Yoshikawa City Council No.200

次の定例会の予定�市の重要な施策や皆さんに身近な問題が審議されます

編

集

後

記

任
期
中
最
後
の

任
期
中
最
後
の
1212
月
定
例
会
が
終
わ
り
ま
し
た
。
今
回
の
議
会
だ
よ
り
は
、
記
念
す

月
定
例
会
が
終
わ
り
ま
し
た
。
今
回
の
議
会
だ
よ
り
は
、
記
念
す

べ
き
２
０
０
号
で
す
。
年
４
回
発
行
し
て
い
ま
す
の
で
、
発
行
が
始
ま
り
約

べ
き
２
０
０
号
で
す
。
年
４
回
発
行
し
て
い
ま
す
の
で
、
発
行
が
始
ま
り
約
5050
年
が
経

年
が
経

過
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

過
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

私
た
ち
の
任
期
中
は
、
表
紙
の
写
真
を
広
報
委
員
が
入
れ
替
わ
り
で
撮
影
を
担
当
し

私
た
ち
の
任
期
中
は
、
表
紙
の
写
真
を
広
報
委
員
が
入
れ
替
わ
り
で
撮
影
を
担
当
し

た
り
、
物
価
高
騰
で
紙
代
や
印
刷
代
が
上
が
り
、
ペ
ー
ジ
を
縮
減
す
る
対
応
が
求
め
ら

た
り
、
物
価
高
騰
で
紙
代
や
印
刷
代
が
上
が
り
、
ペ
ー
ジ
を
縮
減
す
る
対
応
が
求
め
ら

れ
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
必
要
な
情
報
が
掲
載
で
き
る
よ
う
紙

れ
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
必
要
な
情
報
が
掲
載
で
き
る
よ
う
紙

面
づ
く
り
に
様
々
な
工
夫
を
し
て
き
ま
し
た
。

面
づ
く
り
に
様
々
な
工
夫
を
し
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
作
成
に
携
わ
っ
た
議
員
や
事
務
局
職
員
が
、
少
し
で
も
よ
り
良
い
も
の
へ

こ
れ
ま
で
作
成
に
携
わ
っ
た
議
員
や
事
務
局
職
員
が
、
少
し
で
も
よ
り
良
い
も
の
へ

と
つ
く
り
上
げ
て
き
た
議
会
だ
よ
り
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
一
人
で
も
多
く
の
方
に
お
手

と
つ
く
り
上
げ
て
き
た
議
会
だ
よ
り
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
一
人
で
も
多
く
の
方
に
お
手

に
取
っ
て
読
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

に
取
っ
て
読
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。��

雪
田
　
き
よ
み

雪
田
　
き
よ
み

表

紙

の

写

真

能
登
半
島
地
震
で
被
災
さ
れ
た
方
々
に
心
よ

り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
１
日
で
も
早
く

心
穏
や
か
な
日
常
が
過
ご
せ
ま
す
よ
う
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

1
月
7
日
に
吉
川
美
南
駅
前
公
園
で
「
消
防

出
初
式
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
写
真
は
、
消

防
組
合
の
隊
員
に
よ
る
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
や
建
物

の
屋
上
か
ら
降
下
す
る
た
め
の
リ
ぺ
リ
ン
グ
降

下
訓
練
の
様
子
で
す
。

ほ
か
に
も
、
消
防
団
員
や
少
年
消
防
ク
ラ
ブ

が
日
頃
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。
私
た
ち
自

身
も
地
震
や
火
災
へ
の
備
え
の
大
切
さ
を
感
じ

ま
し
た
。

●本会議は10時、委員会は９時30分に開会します。本会議の様子はインターネットでもご覧いただけます。

日 月 火 水 木 金 土

２月26日
本会議

（開会日）

２月27日
休会日

（議案調査日）

２月28日
本会議

（代表質問）

２月29日
休会日

（議案調査日）

３月１日
本会議

（議案審議）

３月２日
休会日

３月３日
休会日

３月４日
本会議

（議案審議）

３月５日
休会日

（議案調査日）

３月６日
委員会

（総務水道・文教福祉）

３月７日
委員会

（総務水道・文教福祉）

３月８日
委員会

（建設生活）

３月９日
休会日

３月10日
休会日

３月11日
委員会

（建設生活）

３月12日
委員会

（請願審査）

３月13日
休会日

（委員長報告作成日）

３月14日
本会議

（委員長報告）

３月15日
休会日

３月16日
休会日

３月17日
休会日

３月18日
本会議

（一般質問）

３月19日
本会議

（一般質問）

３月20日
休会日

３月21日
本会議

（一般質問・閉会日）

市立図書館、視聴覚ライブラリー、中央公民館図書室、
旭地区センター図書室、議会図書室、市政情報コーナー

会議録の冊子は本会議・委員会
� ともに次の場所で閲覧できます
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